
新学習指導要領完全実施に陶蝉竃
脩第3も　4学年の指導を通して-

州　立　公　範

1　はじめに

来年度から完全実施される学習指導要領では,今までより内容が3割,時間数が1.5割削

減される。これにより,生み出される「ゆとり」を下に,基礎的・基本的な内容の確実な

習得と,自ら学びの自ら考える「生きるカ」を育成することがねらいとされている。

算数科においても,図形領域の内容の大幅な削減などによって生み出される「ゆとり」

を基に,算数的な活動(それ自体を体験することにも価値がある)を通して,学習内容の

習得を図らなければならない。このような状況において,これから大切になると思われる

のが,単元の導入(オリエンテーション)である。これまでは,時間数の関係などもあり,

単元の最初の10分あるいは15分程度をそれに当てるのが精一杯だったと思われるが,これ

からは,思い切って,丸々1単位時間,あるいは,他教科との合科的な扱いにより,数時

間を当てることが可能になる。また,時間数だけでなく導入(オリエンテーション)の内

容も充実させることができるのではないかと思われる。これにより,机について学習する

座学から解放され,身体全体を使っての学習や切実な課題を持って学習に取り組むことが

できるようになると考えられる。その結果,子どもたちを主体的な学習者(自分達で学習

を切り拓き,創り上げていく)を育てていくことができるのではないかと考える。

今回の改訂では,「楽しい活動」や「算数的な活動」がキーポイントとされているが,こ

こでは,導入(オリエンテーション)に焦点を当てた実践例を紹介する。

2　導入の改善の視点

単元の導入(オリエンテーション)を充実させることにより,学習の深い理解や見通し

を持ち,自分のこだわりを大切にした学習が可能になることを先で述べた。そこで,ここ

では,単元の導入(オリエンテーション)の改善の視点について説明する。

(1)身体感覚やそれを働かせたときの気持ちを振り返る場を設ける。

(2)子どもの認識や社会性の発達を学習の土台に据える。

(3)子どもの豊かな感性を働かせる場を設ける。

1つ目を説明する。学習において,子ども達は,知能を働かせて問題解決に当たってい

るが,そのとき,身体や心も働いていることに気づくことは少ない。それは,身体感覚や

情意面の働きが弓師、からではなく意識が知能の活動に集中されているからである。そこで,

知能を働かせるときに,身体の状態や気持の状態に耳を傾けることができれば,知能・身体・

情意の3・つがタイアップされ,より深い理解が生まれるものと考える。

2つ目について説明する。同じ場面でも認識の発達段階が違えば,捉え方は当然違った

ものになるが,それは,認識の発達段階だけでなく,社会性の発達段階などによっても大

きく影響される。そこで認識や社会性の発達段階に基づき,それらを活発化させて学習の

土台に据えることにより,学習内容の深い理解を得るエネルギーを生むことができるので

はないかと考える。

3つ目について説明する。これは,これまで述べてきたことと共通する部分もあるが,

五感をフルに働かせて場面を把握すれば,より深く理解ができるだけでなく,以後の場面

に向けて自ら課題に気づき・感じる力をより育てることもできると考える。

3　実践例
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(1)ここでは,身体感覚やそれを働かせたときの気持ちを振り返る場を設けた例を紹介する。

①単元「ターザンロープ大会をしよう」(角)一第4学年-

②単元について

算数は,論理性の強い教科だといわれているが,概念を獲得(ものとかかわる)過

程においては,身体感覚やそれを働かせたときの情意面までも働かせることが深い理

解を得るために重要だと考える。ターザンロープは,この両者を伴う優れた遊具であ

る。また,「角」の内容は,「ターザンロープ大会をしよう」(特活)に始まり,算数科

はもちろん,体育科,図工科(図案)までも含む単元構成が可能である。

③指導目標

ア.ターザンロープをしたときの身体感覚や気持ちを進んで学習に活かすことがで

きるようにする。

ィ.角を回転の量として捉え,数量化することができるようにする。

ウ.分度器を使い,角の大きさをよんだり,かいたりできるようにする。

エ.角の仕組みを理解できるようにする。

④指導内容と計画 11時間(本時　第二次　第1時)(算数6時間　第1時)

第一次　ターザンロープ大会をしよう。(特活)

・話し合い

・大会実施

第二次　角の数量化

2時間

4時間(本時第1時)

・角(回転)の概念と数量化(直接・間接・任意単位)(算数)

・美しい図形の作図(三角形の角を使って)(図工)

・普遍単位(度)を基にした分度器の仕組みの理解(算数)

第三次　角の加減法

・分割・補角を使った角のよみと作図(算数)

・美しい図形の作図(図工)

第四次　評価とまとめ

2時間

3時間

・学習のまとめ(算数)

・振り返り(合科)

・美しい図形の作図(図工)

⑤授業設定の焦点

ターザンロープをしたときの身体感覚や気持ちが,学習を深めるのに役立つために

は,自分が実際にやっているときの感覚や思いと,友達がやっているのを真横に立っ

てみるつまり,外の目(自分がやっているのを客観的にイメージする)から観ること

とが,合体される必要がある。そこで,角の大きさ(ターザンロープの揺れ幅)の違

う2つの図を基に,そのときの感覚や気持ちの違いを振り返る場を設定する。

⑥学習の展開

学　　 習　　 活　　 動 教　 師　 の　 働　 き　 か　 け

1 . 前時 (ターザ ンロープ大会) を想起 1 . 優勝者を含め決勝戦 まで残 った者 の確

する。

2 . タ「ザ ンロープをしているときの身

認 (拍手) をする。

・場面 を思い出 しやす くす るため, 簡単

に感想 をい う場 を設 ける。

2 . 1 回よ り, 2 回, 3 回, と大 き く振 っ

体感覚や気持ちを思い出す。 た ときの身体の様子や そのときの気持 ち
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3.A君,B君のロープを振った大きさ

(ワークシート)を比べる。

4.A君,B君の角の大きさを数で表す。

5.振り返りをする。

6.次時の学習内容を知る。

を思い出しやすくするために黒板にター

ザンロープをやっている二人の図を貼付

する。

・優勝者が大きく振るのを見て,どう感

じたかについても尋ねる。

3.紙面への転換を行いやすくするため実

際場面を基に説明する。

・直接比較が行えるように大会で審判を

した位置を尋ねる。

・角の大小とロープの長短は関係ないこ

とを確認する。

4.数で表す(測定)方法に気づきやすく

するために,長さ,かさ,重さ,の数量

化の場面を思い出すように言葉がけをす

る。

・身近に角の単位になるものはないか尋

ねる。

・任意単位を用いて数量化しやすくする

ために,提示用の三角定規の角の部分

に符号を付ける。

5.大会と今日の学習を結びつけて振り返

るように言葉がけをする。

6.スーパーC君が登場し,1回転したと

きの角の大きさを表す方法を考えること

を告げる。

(2)子どもの認識や社会性の発達を学習の土台に据えた例くその1)

①単元　「式と計算」

②単元について

算数科が担う役割を,主体的な学習者(自分たちで学習を切り拓き,算数を創り上げて

いく)であることを先で述べた。ここでは,子ども達の認識の発達を学習の土台に据える

ことにより,先の算数科のねらいを達成しようとした例を示す。

この単元の内容は,3段階で構成されている。まず,1段階は,3口の加法の計算の理

解。2段階は言)を用いての式表現と計算。3段階は,四則の混合した式表現と計算で

ある。1段階は,1年生で,2段階は,2年生で姿を見せるが,子ども達は,()を先に

計算する記号というレベルでしか捉えていない。ここで,単元の内容である計算の順序の

決まりを「もうすでに決まっていることだから覚えて,間違いなく計算しなさい。」と扱う

と,単に表現・処理の領域のみに焦点を当てた学習となってしまう。そこで,今回,算数

の窓意性を体感しながら算数を築き上げていく体験ができるように2つの工夫を行った。

その1つ目は,導入時における場面設定の仕方とその扱い方である。それを説明する。
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この場面の式表現として,次の2つが子どもから出された。

ア,1000-380-240　　　　　ィ,1000-(380+240)

まず,アの式を説明させる。子ども達は,初めに380円のはさみを買い,次に240円の電

池を買った,つまり,時間がたっているので,このような式にしたと答えた。教師は,改

めて,時間がたっているので,1000円から380円を引きその後で240円を引いたことを確か

め,イの式の説明へと移った。子どもは,380円と240円を合わせて,1000円から引いたと

答えた。これと同じ式をたてている子どもが多いことを確かめ,「どうして,時間の順序を

守らなくてもいいのか」と尋ねた。子ども達は,しばらく考えていたが,380円も240円も

同じ代金だからよいと答えた。そして,同じものだから時間の順序は守りませんよという

記号が,実は()であることを確かめた。そして,これから先,新しい計算の順序の決

まりが出てきそうかと尋ねて,この単元の導入(オリエンテーション)とした。授業後,

子ども達の振り返りを見てみると,()の意味がよくわかったとか,時間がたっているこ

とを思い出したと,かなりインパクトがあったようだ。

2つ目の工夫は,子どもがこれから先,新

しい計算の順序の決まりが発見できそうだと

うところで,右のような板書を行った。下の

部分を空けているのがポイントである。

では,なぜ,この導入の部分であえて,時

間の経過にこだわるのかということについて

計算の順序の決まり

・左から右へ計算する。

・()がある時は,先に計算する

説明する。それは,子ども達は,低学年のうち,一連の事象を時間の経過に沿って捉える。

それが,成長につれて,その原則の外に新たな決まりを設けなければならなくなるが,子

ども達は,中学年になると,時間の流れで捉えていたものに操作を加えることができるよ

うになる。ここでは,時間的に捉えたものであっても一つにまとめることができる,つま

り,()を用いて先に合わせるいう操作が,可能になるということである。このように,()

は,子どもの認識の発達過程から生まれ出るものである。今回の実践は,ここが理論的な

背景となっている。

また,この単元では,もう一つ大切なことがある。それは,記号の一生についての原体

験ができることである。それをこの単元の導入場面を例として説明する。

段　　 階 概　　　　　 要 本　　 時　　 で　　 は

出　 会　 い
・デ ューイのい う 「漠 たる全体」

・西 田哲学のい う 「真 白い状態」

直 感 把 握

・数値の把握 (数量的理解 ) ・380 円, 24 0円 とい う数量 的な把握

・文脈の直感 的な理解 (増 える, 減 る) ・持 っているお金 が減 る

・時空間的把 握

・身体性　 ・情意面

・時間が経過 している

解　　　 釈

・数値の意味理解 ・380 円はハサ ミの代金, 24 0円は電 池の代金

・文脈理解 ・(持 ってい るお金) - (代金 ) = (おつ り)

・概念への操作 ・時系列 で捉 えた概念 に操作 を加 え る

式　 表　 示

・解釈 にしたがって新 しい記号を生み出 し ・時系 列 で捉 え た もの に変更 の必 要。記 号

た り, それ を基 に式 を構 成す る。 ( ) の誕 生 とそれ を用 いての式表記

・解釈 を振 り返 ることに よ り, 新 たな計算

の順序の決 ま りが生まれ る。

・( ) がある場合 は, 先 に計算す る。

形式的処理
・具体的 な場面 を離れ, 計算の順 序の決ま

りに従 って式 を処理 してい く

・( ) を含む式 の計算 に慣れ る

-45-



(3)子どもの認識や社会性の発達を土台に据えた例(その2)

①単元「わり算」-第3学年-

②単元について

ここでは,子ども達の社会性の発達を土台に据えることにより,算数科のねらいを達成

しようとした例を示す。例を示すといっても,現在使っている教科用図書の3年生の「わ

り算」の導入がすばらしいので,これを基に考察したい。

それを右に載せているが,設定場面は,12このあめ

を4人で分けるというものである。まず,不等分に分

ける場面を設定し,その後で,等分する場面を設定し

ている。

ここで,重要なのは,まず不等分に分ける場面を設

定していることである。その理由の1つは,純粋に算

数・数学的な理由からである。12このあめを4人で分

ける方法は,412通りあるが,等分に分ける方法は,そ

の中のたった1つである。つまり,特殊な場合である

が,もともと算数・数学は,特殊な場合を扱うもので

ある。それをこの学習を通して体得していくことがで

きるのである。次の理由は,この方が,この論文で焦

点を当てていることであるが,12このあめを不等分に

分けると,子どもの内面に,不平等は許さないという

感情がわく。この感情は,中学年頃から芽生え始める,

俗に言う「えこひいきは,いや」というものである。

この感情については,実際に子どもを指導していて気
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づくことであるが,心理学においても,社会性の発達

の一つの段階として,認められているものである。この不平等への反発,そして平等を求

める心情を呼び起こし,等分する場面へと進むことによって,子ども達は,わり算の意味

を深く理解するであろうし,以後の学習意欲も持続することであろう。この例のように,

社会性の発達を学習の土台に据えることによって深い理解が得られるものと考える。

4　おわりに

今回,算数科の担う役割を果たすために,「ゆとり」を基に導入(オリエンテーション)

を充実させる方法をいくつか紹介した。ここでの視点は,新しい教材・教具の発掘という

外からのものではなく,子どもの内面の発達に着目したものである。成果として,まず,

挙げられるのは,「角」の学習において,子ども達から「これ,算数の勉強?」という思い

が多々出された。子ども達の算数の授業観を覆すものだったのだろう。また,授業者とし

ては,「学習において,知能面だけでなく,身体性や,情意面までも働かせることが重要で

ある」という仮説の確かさを強く感じることができたことである。今後は,この仮説の証

明のために,知能面,身体性,そして情意面のかかわりを理論的に明らかにし,それを基

に実践を深めていきたいと考えている。

紙面の都合上,導入の工夫の仕方として,(1)と(2)の実践例しか示すことができなくて,

残念である。
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